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コソボでの国際展マニフェスタ14プリシュティナ ――芸術的介入、アーカイブ、語りを通した市民参加のメディエーション

本
論
考
は
コ
ソ
ボ
の
プ
リ
シ
ュ
テ
ィ
ナ
で
行
わ
れ
た
マ
ニ
フ
ェ
ス
タ
14
の
報

告
で
あ
る
。
二
〇
二
二
年
に
は
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
渡
航
自
粛
が
明
け
て
、
海

外
の
国
際
芸
術
展
の
活
況
が
戻
り
は
じ
め
た
。
欧
州
で
は
、
ド
ク
メ
ン
タ
15
や

ヴ
ェ
ネ
チ
ア
・
ビ
エ
ン
ナ
ー
レ
、
ベ
ル
リ
ン
・
ビ
エ
ン
ナ
ー
レ
な
ど
さ
ま
ざ
ま

な
国
際
展
が
行
わ
れ
話
題
に
な
っ
た
が
、
マ
ニ
フ
ェ
ス
タ
14
も
そ
う
し
た
国
際

芸
術
展
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。
本
稿
で
は
、
マ
ニ
フ
ェ
ス
タ
・
ビ
エ
ン
ナ
ー
レ
の

特
徴
を
確
認
し
た
う
え
で
、
コ
ソ
ボ
の
プ
リ
シ
ュ
テ
ィ
ナ
で
開
催
さ
れ
た
意
義

と
そ
の
創
造
的
な
実
践
に
つ
い
て
、
次
の
点
に
注
目
し
な
が
ら
報
告
し
た
い
。

１
、
民
営
化
さ
れ
る
都
市
空
間
へ
の
芸
術
的
介
入
、
２
、
ロ
ー
カ
ル
な
文
化
実

践
の
再
構
築
、
３
、
多
様
な
記
憶
の
語
り
を
生
み
出
す
た
め
の
場
の
創
出
、
と

い
う
三
つ
の
課
題
に
即
し
て
述
べ
て
い
く
。

（
1
）

マ
ニ
フ
ェ
ス
タ
・
ビ
エ
ン
ナ
ー
レ
と
は

マ
ニ
フ
ェ
ス
タ
・
ビ
エ
ン
ナ
ー
レ
は
、
冷
戦
崩
壊
後
に
続
く
欧
州
の
再
統
合

の
過
程
に
合
わ
せ
て
、
二
年
毎
に
異
な
る
都
市
で
の
開
催
を
目
指
し
た
芸
術
プ

ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
で
あ
る
。
第
一
回
目
の
一
九
九
六
年
は
ロ
ッ
テ
ル
ダ
ム
で
開

催
さ
れ
た
が
、
そ
の
後
、
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
（
一
九
九
八
年
）、
リ
ュ
ブ
リ
ャ

ナ
（
二
〇
〇
〇
年
）
な
ど
の
小
都
市
か
ら
、
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
（
二
〇
〇
二

年
）、
サ
ン
ク
ト
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
（
二
〇
一
四
年
）、
チ
ュ
ー
リ
ッ
ヒ
（
二
〇
一

六
年
）
と
い
っ
た
重
要
な
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
有
す
る
近
現
代
美
術
館
の
あ
る
西

洋
美
術
史
に
馴
染
み
の
都
市
ま
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
地
域
で
行
わ
れ
て
き
た
。
ア

ム
ス
テ
ル
ダ
ム
を
本
拠
地
に
発
案
者
ヘ
ド
ウ
ィ
グ
・
フ
ィ
ジ
ェ
ン
に
よ
る
監

督
の
も
と
、
お
お
む
ね
主
流
と
な
る
文
化
的
中
心
部
と
は
距
離
を
置
き
な
が

ら
、
新
た
な
文
化
地
図
を
描
き
だ
す
こ
と
を
目
標
に
し
て
き
た
。
特
に
二
〇
一

（
2
）

コ
ソ
ボ
で
の
国
際
展
マ
ニ
フ
ェ
ス
タ
14
プ
リ
シ
ュ
テ
ィ
ナ

―
―
芸
術
的
介
入
、
ア
ー
カ
イ
ブ
、
語
り
を
通
し
た
市
民
参
加
の
メ
デ
ィ
エ
ー
シ
ョ
ン

�

石
　
　
谷
　
　
治
　
　
寛
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八
年
開
催
の
パ
レ
ル
モ
で
は
、
統
括
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
を
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
・
メ

デ
ィ
エ
ー
タ
ー
（
創
造
的
媒
介
者
）
と
呼
ぶ
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の
マ
ニ
フ
ェ

ス
タ
12
で
は
、
建
築
家
イ
ポ
リ
ッ
ト
・
ペ
ス
テ
リ
ー
ニ
・
ラ
パ
レ
リ
が
、
パ
レ

ル
モ
の
文
化
地
理
学
的
調
査
を
行
い
『
パ
レ
ル
モ
・
ア
ト
ラ
ス
』
と
し
て
出
版

し
た
。
こ
れ
に
は
欧
州
の
移
民
の
移
動
か
ら
、
住
人
の
文
化
的
背
景
や
植
物
種

の
多
様
性
、
都
市
の
歴
史
的
変
容
、
映
画
に
描
か
れ
た
表
象
文
化
、
さ
ら
に

は
、
近
代
の
文
化
遺
産
や
廃
棄
さ
れ
建
設
の
中
断
し
た
建
物
な
ど
の
地
理
学
的

調
査
ま
で
を
、
豊
富
な
地
図
や
ダ
イ
ア
グ
ラ
ム
や
写
真
に
よ
っ
て
視
覚
化
し
て

い
る
。
そ
の
調
査
を
基
盤
に
、
活
用
さ
れ
な
く
な
っ
て
い
た
建
築
空
間
を
会
場

と
し
て
、「
流
れ
る
庭
園
」、「
管
理
外
の
部
屋
」、「
舞
台
上
の
都
市
」
と
い
う

撞
着
語
を
用
い
た
タ
イ
ト
ル
で
、
エ
コ
ロ
ジ
ー
、
情
報
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
、
市
民

参
加
を
テ
ー
マ
に
し
た
作
品
展
示
や
イ
ベ
ン
ト
が
街
全
体
に
広
げ
ら
れ
た
。
こ

の
第
一
二
回
目
か
ら
マ
ニ
フ
ェ
ス
タ
は
、
未
活
用
の
都
市
空
間
を
調
査
し
、
新

し
い
文
化
環
境
を
創
出
す
る
リ
サ
ー
チ
を
基
に
し
て
芸
術
実
践
を
行
う
プ
ラ
ッ

ト
フ
ォ
ー
ム
と
し
て
の
組
織
改
編
を
行
な
っ
て
い
っ
た
。
第
一
三
回
の
マ
ル
セ

イ
ユ
で
は
、
コ
ロ
ナ
禍
と
エ
コ
ロ
ジ
ー
危
機
に
直
面
し
て
、
従
来
型
の
国
際
芸

術
展
と
は
異
な
る
課
題
と
し
て
、
ま
す
ま
す
ロ
ー
カ
ル
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
密

着
し
な
が
ら
、
領
域
横
断
的
な
知
識
と
調
査
を
生
み
出
す
こ
と
を
目
指
し
て
い

る
。
キ
ュ
レ
ー
タ
ー
チ
ー
ム
を
中
心
と
し
た
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
式
で
は
な
く
、
ボ

ト
ム
ア
ッ
プ
式
を
重
視
し
、
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
を
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
・
メ
デ
ィ

エ
ー
タ
ー
と
名
付
け
て
調
査
・
展
示
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
統
括
を
行
い
、
国
際
的
な

（
3
）

ア
ー
ト
ワ
ー
ル
ド
の
サ
ー
キ
ッ
ト
の
中
で
活
躍
す
る
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
を
招
集
す

る
だ
け
で
な
く
、
ロ
ー
カ
ル
な
文
化
芸
術
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
創
造
性
の
促
進
を

重
視
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
新
し
い
文
化
芸
術
実
践
を
目

指
す
姿
勢
は
、
出
品
作
家
や
作
品
の
展
示
と
い
う
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
に
代
わ
っ

て
、
都
市
空
間
へ
の
イ
ン
ス
タ
レ
ー
シ
ョ
ン
や
イ
ベ
ン
ト
を
「
芸
術
的
介
入

（
ア
ー
テ
ィ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
イ
ン
タ
ー
ベ
ン
シ
ョ
ン
）」
と
呼
ぶ
こ
と
に
は
っ
き

り
と
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。
マ
ル
セ
イ
ユ
で
行
わ
れ
た
マ
ニ
フ
ェ
ス
タ
13
に
は
、

コ
ロ
ナ
禍
の
状
況
で
欧
州
へ
の
渡
航
が
難
し
く
、
著
者
は
断
念
せ
ざ
る
を
え
な

か
っ
た
が
、
二
〇
二
二
年
に
プ
リ
シ
ュ
テ
ィ
ナ
で
行
わ
れ
た
マ
ニ
フ
ェ
ス
タ
14

は
、
こ
う
し
た
新
た
な
課
題
を
試
す
地
と
し
て
格
好
の
舞
台
に
な
っ
た
。

コ
ソ
ボ
紛
争
か
ら
四
半
世
紀
を
迎
え
つ
つ
あ
る
街
の
国
際
展

バ
ル
カ
ン
半
島
に
位
置
し
、
プ
リ
シ
ュ
テ
ィ
ナ
を
首
都
と
す
る
コ
ソ
ボ
は
、

二
〇
〇
八
年
二
月
一
七
日
に
セ
ル
ビ
ア
か
ら
独
立
し
た
欧
州
で
最
も
若
い
国
で

あ
る
（
図
１
）。
セ
ル
ビ
ア
と
そ
の
友
好
国
か
ら
は
独
立
を
承
認
さ
れ
て
お
ら

ず
、
コ
ソ
ボ
人
は
、
欧
州
に
出
国
の
際
も
ビ
ザ
を
必
要
と
す
る
。
日
本
は
、
コ

ソ
ボ
の
独
立
を
早
く
か
ら
承
認
し
て
お
り
、
現
在
九
〇
日
以
内
の
滞
在
の
場
合

に
は
ビ
ザ
が
免
除
さ
れ
る
の
で
、
日
本
人
に
と
っ
て
は
諸
外
国
か
ら
に
比
べ
て

渡
航
し
や
す
い
。

歴
史
的
経
緯
か
ら
、
バ
ル
カ
ン
半
島
の
セ
ル
ビ
ア
人
と
ア
ル
バ
ニ
ア
人
の
対
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立
は
根
深
く
、
一
九
九
〇
年
代
の

ア
ル
バ
ニ
ア
系
住
民
が
多
く
を

占
め
る
コ
ソ
ボ
自
治
権
の
剥
奪

と
、
セ
ル
ビ
ア
統
治
下
に
よ
る
抑

圧
の
経
験
を
経
て
、
冷
戦
崩
壊
後

の
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ビ
ア
解
体
に
と
も

な
う
紛
争
、
そ
し
て
一
九
九
八
年

か
ら
コ
ソ
ボ
域
内
の
セ
ル
ビ
ア
人

保
護
を
名
目
に
な
さ
れ
た
軍
事
占

領
、
そ
れ
に
対
す
る
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
と

ア
メ
リ
カ
軍
に
よ
る
軍
事
介
入
に
よ
る
空
爆
に
よ
っ
て
も
被
害
を
受
け
、
ア
ル

バ
ニ
ア
系
お
よ
び
セ
ル
ビ
ア
系
双
方
か
ら
多
く
の
難
民
が
生
ま
れ
市
民
が
犠
牲

に
な
っ
た
。
軍
の
駐
留
下
で
人
身
売
買
も
増
加
し
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い

る
。
日
本
政
府
は
一
九
九
八
年
に
は
じ
ま
る
コ
ソ
ボ
紛
争
で
発
生
し
た
難
民
の

支
援
を
宣
言
し
た
経
緯
が
あ
る
。
紛
争
終
結
後
は
国
際
連
合
の
監
視
下
に
置
か

れ
、
独
立
後
も
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
の
治
安
部
隊
が
駐
留
し
て
い
る
が
、
セ
ル
ビ
ア
系
住

民
の
多
い
北
部
地
域
で
の
緊
張
が
燻
っ
て
い
る
。
こ
の
紛
争
の
歴
史
的
記
憶
は

市
内
に
あ
る
ビ
ル
・
ク
リ
ン
ト
ン
像
に
記
念
さ
れ
て
い
る
。
国
民
を
イ
デ
オ
ロ

ギ
ー
的
に
統
合
し
て
い
た
社
会
主
義
国
家
の
解
体
と
そ
れ
に
と
も
な
う
民
族
主

義
の
台
頭
、
異
な
る
民
族
主
義
グ
ル
ー
プ
間
の
対
立
、
そ
こ
に
欧
米
・
ロ
シ
ア

双
方
に
よ
る
軍
事
支
援
に
よ
る
緊
張
の
激
化
、
市
民
の
保
護
と
い
う
名
目
で
の

（
4
）

軍
事
介
入
に
よ
る
紛
争
の
泥
沼
化
と
い
う
周
知
の
構
図
は
、
か
た
ち
と
場
所
を

変
え
な
が
ら
二
〇
二
二
年
二
月
か
ら
激
化
し
て
い
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
紛
争
ま
で
反

復
さ
れ
続
け
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。
そ
の
意
味
で
も
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ビ
ア
の
紛

争
の
歴
史
を
い
ま
振
り
返
っ
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
一
九
九
三
年
に
設
置
さ
れ

た
旧
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ビ
ア
国
際
戦
犯
法
廷
は
、
民
族
浄
化
や
集
団
レ
イ
プ
な
ど
の

紛
争
下
に
お
け
る
戦
争
犯
罪
を
い
か
に
裁
く
こ
と
が
可
能
か
、
と
い
う
問
い
を

あ
ら
た
め
て
国
際
社
会
に
突
き
付
け
た
。
プ
リ
シ
ュ
テ
ィ
ナ
の
中
心
街
に
は
、

戦
争
で
犠
牲
に
な
っ
た
女
性
の
数
の
二
〇
一
四
五
個
の
メ
ダ
ル
で
作
ら
れ
た
ヒ

ロ
イ
ン
像
が
設
置
さ
れ
、
近
い
過
去
の
悲
劇
的
な
記
憶
を
哀
悼
し
て
い
る
（
図

２
）。
二
〇
〇
〇
年
に
東
京
で
開
催
さ
れ
た
女
性
国
際
戦
犯
法
廷
も
こ
う
し
た

ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ビ
ア
紛
争
か
ら
生
じ
た
問
題
提
起
を
、
日
本
の
歴
史
に
お
け
る
戦

争
責
任
の
問
題
に
接
続
し
よ
う
と
す

る
も
の
だ
っ
た
。
そ
の
論
争
後
に
複

合
的
に
抑
圧
さ
れ
た
記
憶
が
、
二
〇

一
〇
年
代
末
の
日
本
の
文
化
芸
術
の

表
現
の
自
由
を
め
ぐ
る
論
争
と
し
て

回
帰
し
表
出
し
た
こ
と
も
思
い
起
こ

し
て
お
き
た
い
。

一
九
九
〇
年
代
の
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ビ

ア
紛
争
の
歴
史
を
傍
ら
に
、
マ
ニ

フ
ェ
ス
タ
・
ビ
エ
ン
ナ
ー
レ
は
、
欧 （

5
）（

6
）

図１ 　新しい国を表すシビック・プライド背後
には「若者とスポーツ館」などの施設があ
り、マニフェスタ14の看板も設置された。

図２ 　右手に「ヒロインたち」の記念碑、左奥
にグランドホテル・プリシュティナ。
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時
代
の
若
者
向
け
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン

タ
ー
や
商
業
ビ
ル
や
記
念
碑
の
あ

る
広
場
、
レ
ジ
ス
タ
ン
ス
戦
没
者

墓
地
、
図
書
館
、
大
学
の
ア
ー
ト

ギ
ャ
ラ
リ
ー
、
映
画
館
、
民
族
博

物
館
や
国
立
博
物
館
、
か
つ
て
新

聞
社
が
入
居
し
そ
の
後
ク
ラ
ブ
ハ

ウ
ス
と
し
て
使
わ
れ
た
こ
と
も
あ

る
オ
フ
ィ
ス
、
煙
突
の
あ
る
煉

瓦
工
場
、
鉄
道
の
線
路
跡
や
国

境
沿
い
の
河
川
ま
で
さ
ま
ざ
ま
で
あ
り
、
お
お
む
ね
紛
争
で
傷
つ
い
た
建
物

（w
architecture

と
も
呼
ば
れ
る
）
や
、
社
会
主
義
か
ら
資
本
主
義
へ
の
移
行

に
よ
っ
て
使
用
さ
れ
な
く
な
っ
た
ま
ま
放
棄
さ
れ
た
公
共
施
設
を
再
活
用
す
る

た
め
の
将
来
的
な
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
を
も
っ
て
芸
術
的
介
入
が
行
わ
れ
た
（
図
３
）。

１
、
民
営
化
さ
れ
る
都
市
空
間
へ
の
芸
術
的
介
入

マ
ニ
フ
ェ
ス
タ
14
は
、
事
前
調
査
と
し
て
タ
リ
ン
の
建
築
事
務
所
カ
ル
ロ
・

ラ
テ
ィ
・
ア
ソ
シ
エ
イ
ト
が
Ａ
Ｉ
を
使
っ
た
都
市
の
調
査
を
行
な
っ
て
い
る
。

現
在
近
隣
か
ら
プ
リ
シ
ュ
テ
ィ
ナ
ま
で
移
動
す
る
に
は
車
を
使
う
し
か
な
く
、

公
共
交
通
は
バ
ス
の
み
で
あ
る
。
そ
の
せ
い
で
市
内
は
交
通
渋
滞
や
車
の
路
上

州
の
各
都
市
の
変
化
を
見
届
け
て
き
た
。
そ
う
し
た
な
か
コ
ソ
ボ
は
冷
戦
崩
壊

後
の
紛
争
と
軍
事
介
入
の
歴
史
に
と
っ
て
将
来
の
欧
州
の
方
向
性
を
占
う
都
市

の
ひ
と
つ
で
あ
る
。
二
〇
二
二
年
に
亡
く
な
っ
た
映
画
界
の
伝
説
ジ
ャ
ン
＝

リ
ュ
ッ
ク
・
ゴ
ダ
ー
ル
は
、『
ア
ワ
ー
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
』（
二
〇
〇
四
年
）
で
、

ボ
ス
ニ
ア
・
ヘ
ル
ツ
ェ
ゴ
ヴ
ィ
ナ
紛
争
（
一
九
九
二
―
一
九
九
五
年
）
後
の
サ

ラ
エ
ボ
を
舞
台
に
、
紛
争
十
年
後
の
街
の
傷
跡
と
そ
こ
に
国
際
的
な
文
化
人
が

会
議
に
集
う
姿
を
描
き
、
平
和
に
と
っ
て
映
像
で
何
が
可
能
か
を
多
声
的
に
問

い
直
し
た
。
紛
争
か
ら
二
五
年
、
独
立
か
ら
一
五
年
を
迎
え
つ
つ
あ
っ
た
コ
ソ

ボ
の
プ
リ
シ
ュ
テ
ィ
ナ
で
開
催
さ
れ
た
マ
ニ
フ
ェ
ス
タ
14
は
、
ア
ー
テ
ィ
ス
ト

や
市
民
が
集
い
、
と
も
に
バ
ル
カ
ン
半
島
を
超
え
た
戦
争
と
平
和
に
つ
い
て
振

り
返
り
な
が
ら
、
語
り
合
い
、
将
来
の
街
や
国
の
あ
り
方
に
つ
い
て
考
え
る
場

と
し
て
構
想
さ
れ
て
い
る
。

ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
・
メ
デ
ィ
エ
ー
タ
ー
を
務
め
た
キ
ャ
サ
リ
ン
・
ニ
コ
ル
ズ

（
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
出
身
、
ベ
ル
リ
ン
在
住
、
美
術
・
文
学
研
究
、
キ
ュ
レ
ー

タ
ー
）
は
、
マ
ニ
フ
ェ
ス
タ
14
の
テ
ー
マ
を
、
文
化
を
超
え
て
物
語
を
語
る

様
態
の
探
究
と
定
め
、「
重
要
な
の
は
複
数
の
世
界
、
ひ
と
つ
の
世
界
、
さ
ま

ざ
ま
な
世
界
。
い
か
に
物
語
を
別
様
に
語
る
か
（it m

atters w
hat w

orlds 

w
orld w

orlds: how
 to tell stories otherw

ise

）」
と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
を

掲
げ
た
。
そ
の
も
と
で
一
〇
二
人
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
に
よ
る
二
五
の
場
所
へ

の
「
芸
術
的
介
入
」
が
展
開
し
た
。
そ
れ
ら
は
、
か
つ
て
の
五
つ
星
ホ
テ
ル
か

ら
、
オ
ス
マ
ン
朝
時
代
の
公
衆
浴
場
ハ
マ
ム
の
よ
う
な
歴
史
遺
構
、
社
会
主
義

図３ 　グランドホテル・プリシュティナの９階
の展示室から街の眺望が見え、展示会場を
確認できる。右手奥には国立図書館。
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駐
車
が
多
い
。
綺
麗
に
舗
装
さ
れ
た
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
・
ス
ト
リ
ー
ト
が
街
の
中

心
を
横
断
し
て
い
る
が
、
そ
こ
か
ら
少
し
外
れ
る
と
土
埃
が
舞
う
路
地
や
市
が

現
わ
れ
る
（
図
４
、
５
）。
都
市
調
査
で
は
、
プ
リ
シ
ュ
テ
ィ
ナ
大
学
の
学
生

が
二
〇
二
一
年
の
九
月
に
街
を
散
歩
し
、
自
転
車
や
自
動
車
で
移
動
し
な
が
ら

交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
調
査
し
た
。
そ
こ
で
集
め
ら
れ
た
デ
ー
タ
か
ら
、
通
り

で
の
活
動
や
空
き
地
や
使
わ
れ
な
く
な
っ
た
空
間
な
ど
の
デ
ー
タ
を
Ａ
Ｉ
解
析

し
た
。
都
市
調
査
を
ま
と
め
た
冊
子
『
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
ア
フ
タ
ー
オ
ー
ル
』
に

は
デ
ー
タ
ー
解
析
の
結
果
が
地
図
上
に
点
描
さ
れ
て
い
る
。
周
辺
地
域
か
ら
の

ア
ク
セ
ス
の
た
め
の
移
動
時
間
、
公
共
空
間
の
減
少
、
忘
れ
ら
れ
た
文
化
遺

産
、
緑
地
、
多
様
な
機
能
を
も
つ
空
間
、
郊
外
と
の
連
結
な
ど
が
デ
ー
タ
化
さ

れ
視
覚
化
さ
れ
る
。
（
7
）

次
に
、
プ
リ
シ
ュ
テ
ィ
ナ
大
学
の
学
生
が
参
加
す
る
都
市
介
入
が
行
わ
れ

た
。
ま
ず
は
カ
フ
ェ
文
化
を
中
心
に
商
業
的
な
活
動
を
地
図
化
し
な
が
ら
、
都

市
の
集
合
的
記
憶
を
構
成
す
る
歴
史
遺
産
を
際
立
た
せ
、
誤
用
さ
れ
て
い
る
公

共
空
間
を
可
視
化
し
て
い
く
。
そ
の
た
め
に
、
今
後
に
都
市
介
入
す
る
場
所
の

地
面
を
黄
色
い
ペ
ン
キ
で
塗
る
こ
と
か
ら
始
め
ら
れ
た
。
建
築
家
と
学
生
た
ち

は
近
隣
住
民
と
お
し
ゃ
べ
り
を
し
な
が
ら
、
い
つ
の
間
に
か
駐
車
場
と
し
て
使

わ
れ
る
よ
う
に
な
り
閉
鎖
さ
れ
た
公
共
施
設
の
庭
や
工
場
を
、
そ
の
来
歴
を
聞

き
取
り
つ
つ
介
入
の
可
能
性
を
探
る
。
介
入
す
る
場
所
の
地
面
に
は
再
活
用
さ

れ
る
場
所
へ
の
動
線
と
し
て
矢
印
が
塗
ら
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
住
民
の
反
応
が

引
き
出
さ
れ
、「
軽
い
タ
ッ
チ
の
黄
色
は
、
確
固
と
し
た
変
化
」（
前
書
、
二
〇

二
頁
）
を
促
し
た
と
い
う
。

そ
こ
か
ら
街
全
体
の
歩
行
路
の
再

検
証
が
行
わ
れ
た
。
一
九
七
〇
年
代

に
構
想
さ
れ
た
が
実
現
し
な
か
っ
た

歩
行
橋
の
計
画
を
見
直
し
、
使
わ
れ

な
く
な
っ
た
鉄
道
の
線
路
を
緑
の
回

廊
と
名
付
け
、
中
心
街
の
周
辺
を
移

動
で
き
る
通
路
と
し
て
の
活
用
を
目

指
し
て
、
ベ
ン
チ
や
並
木
道
な
ど
が

加
え
ら
れ
た
（
図
６
）。
こ
れ
ら
は

ビ
エ
ン
ナ
ー
レ
の
期
間
だ
け
一
時
的

図５ 　市。所々にアルバニア人向けのモスクが
ある。

図６ 　線路跡に介入しベンチが設置された緑の
回廊。

図４ 　都市中心部の目抜き通りは綺麗に舗装さ
れカフェが並ぶ。
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に
利
用
さ
れ
る
も
の
に
過
ぎ
な
い
が
、
そ
の
後
の
恒
久
的
な
変
化
に
向
け
て
、

イ
ベ
ン
ト
後
も
調
査
デ
ー
タ
は
オ
ー
プ
ン
ソ
ー
ス
と
し
て
利
用
さ
れ
、
今
後
の

都
市
開
発
に
活
か
さ
れ
る
。

こ
の
よ
う
な
か
つ
て
社
会
主
義
時
代
に
公
共
空
間
だ
っ
た
場
所
が
、
国
家
解

体
後
、
民
営
化
に
よ
っ
て
郊
外
か
ら
の
都
市
へ
の
ア
ク
セ
ス
の
た
め
の
駐
車
場

に
変
質
し
て
い
っ
た
プ
リ
シ
ュ
テ
ィ
ナ
の
状
況
を
象
徴
す
る
の
が
、
若
者
と
ス

ポ
ー
ツ
館
で
あ
る
。
こ
の
場
所
は
、
か
つ
て
は
国
営
ギ
ャ
ラ
リ
ー
が
置
か
れ
て

い
た
こ
と
も
あ
る
が
、
現
在
は
廃
墟
と
な
り
地
階
の
空
間
が
駐
車
場
と
し
て
の

み
使
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
場
所
へ
の
芸
術
介
入
で
、
異
な
る
過
去
と
未
来
へ
の

想
像
力
が
付
け
加
え
ら
れ
た
。
韓
国
出
身
の
イ
・
ブ
ル
は
、
か
つ
て
室
内
の
体

育
館
と
な
っ
て
い
た
空
間
の
天
井
に
、
メ
タ
リ
ッ
ク
に
輝
く
巨
大
な
飛
行
船
の

オ
ブ
ジ
ェ
を
吊
る
し
て
い
る
（
図

７
）。
こ
の
飛
行
船
は
、
地
階
に
駐

車
す
る
た
く
さ
ん
の
自
動
車
と
呼
応

し
な
が
ら
、
い
か
に
社
会
主
義
時
代

の
連
帯
と
い
う
夢
が
、
個
人
の
成
功

を
優
先
す
る
資
本
主
義
へ
と
変
質
し

て
し
ま
っ
た
か
（
ド
イ
ツ
の
飛
行
船

ヒ
ン
デ
ン
ブ
ル
ク
号
が
一
九
三
七
年

に
ア
メ
リ
カ
、
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー

飛
行
中
爆
発
事
故
を
起
こ
し
た
こ
と

が
参
照
さ
れ
て
い
る
）、
そ
し
て
こ
の
場
所
を
再
び
公
共
の
場
と
し
て
想
像
し

直
す
可
能
性
を
示
唆
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
社
会
主
義
時
代
の
連
帯
と
し
て
の

ス
ポ
ー
ツ
へ
の
熱
狂
に
つ
い
て
は
、
か
つ
て
の
五
つ
星
ホ
テ
ル
を
改
装
し
た

メ
イ
ン
会
場
に
展
示
さ
れ
た
一
時
間
ほ
ど
の
映
像
作
品
《
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ

ア
、
い
か
に
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
が
私
た
ち
の
集
合
的
身
体
を
動
か
し
た
か
》（
二

〇
一
三
年
）
に
お
い
て
も
回
顧
さ
れ
て
い
た
。
セ
ル
ビ
ア
の
ベ
ル
グ
ラ
ー
ド
出

身
の
マ
ル
タ
・
ポ
ピ
ヴ
ォ
ダ
は
、
一
九
四
五
年
か
ら
二
〇
〇
〇
年
ま
で
の
映
像

の
フ
ァ
ウ
ン
ド
・
フ
ー
テ
ー
ジ
を
使
い
な
が
ら
、
若
者
の
労
働
活
動
や
パ
レ
ー

ド
や
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
が
い
か
に
時
代
と
と
も
に
変
質
し
て
い
っ
た
か
、
い

か
に
集
団
的
な
連
帯
が
放
棄
さ
れ
、
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
や
個
人
主
義
や
資
本
主

義
に
よ
る
統
合
に
よ
っ
て
変
わ
っ
て
い
っ
た
か
を
生
き
生
き
と
描
き
出
し
て
い

る
。
ま
た
ボ
ス
ニ
ア
・
ヘ
ル
ツ
ェ
ゴ

ヴ
ィ
ナ
の
ロ
マ
の
街
ル
ジ
カ
を
出
自

と
す
る
女
性
セ
ル
マ
・
セ
ル
マ
ン
は
、

《
メ
ル
セ
デ
ス
・
マ
ト
リ
ッ
ク
ス
》（
二

〇
一
九
年
）
で
、
男
た
ち
と
と
も
に
メ

ル
セ
デ
ス
・
ベ
ン
ツ
を
解
体
す
る
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
映
像
を
展
示
し
て
い
る

（
図
８
）。
観
客
は
、
解
体
さ
れ
た
車
の

シ
ー
ト
に
座
っ
て
そ
の
記
録
映
像
を
鑑

賞
す
る
こ
と
が
で
き
る
（
彼
女
は
同
じ

図７ 　Lee Bul, Willing to Be Vulnerable 
-Metalized Balloon V4, 2015/2020.

図８　Selma Selman, Mercedes Matrix, 2019
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る
ヴ
ァ
ン
ギ
ュ
シ
ュ
・
ヴ
ェ
ラ
フ
は
、
欧
州
と
旧
社
会
主
義
国
な
ど
の
境
界
に

位
置
し
紛
争
を
経
て
自
治
権
を
有
す
る
地
域
（
ア
ブ
ハ
ジ
ア
、
北
キ
プ
ロ
ス
、

ナ
ゴ
ル
ノ
・
カ
ラ
バ
フ
、
ト
ラ
ン
ス
ニ
ス
ト
リ
ア
、
南
オ
セ
チ
ア
、
コ
ソ
ボ
）

を
旅
し
、
そ
の
風
景
や
荒
廃
し
た
建
築
物
や
人
々
を
そ
の
傷
跡
と
と
も
に
記
録

し
て
い
る
。
ま
た
パ
レ
ス
チ
ナ
出
身
の
エ
ミ
リ
ー
・
ジ
ャ
ー
シ
ル
は
ベ
ツ
レ
ヘ

ム
の
実
家
の
近
隣
に
お
け
る
イ
ス
ラ
エ
ル
軍
と
の
衝
突
に
よ
る
変
化
を
、
フ
ォ

レ
ン
ジ
ッ
ク
・
ア
ー
キ
テ
ク
チ
ャ
ー
代
表
の
エ
ヤ
ル
・
ワ
イ
ズ
マ
ン
へ
の
ビ
デ

オ
レ
タ
ー
を
通
し
て
綴
っ
て
い
る
。
あ
る
い
は
ベ
ト
ナ
ム
の
サ
イ
ゴ
ン
出
身
の

ト
ゥ
ア
ン
・
ア
ン
ド
リ
ュ
ー
・
グ
エ
ン
は
、
戦
争
終
結
後
も
一
二
万
人
が
犠
牲

に
な
っ
て
い
る
地
雷
除
去
の
映
像
を
通
し
て
、
傷
つ
い
た
土
地
の
回
復
力
を
描

く
（
彼
は
他
の
作
品
で
同
年
の
ベ
ル
リ
ン
・
ビ
エ
ン
ナ
ー
レ
や
あ
い
ち
国
際
芸

術
祭
で
も
注
目
さ
れ
た
）。ま
た
ク
ロ
ア

チ
ア
の
ザ
グ
レ
ブ
出
身
の
ハ
ナ
・
ミ
レ

テ
ィ
チ
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
地
域
で
二
〇

一
五
年
か
ら
行
っ
て
き
た
シ
リ
ー
ズ
と

し
て
、プ
リ
シ
ュ
テ
ィ
ナ
を
調
査
し
て
、

建
築
物
の
ひ
び
を
写
真
に
撮
り
、
そ
の

割
れ
目
の
傷
を
癒
す
よ
う
に
、
地
元
の

ウ
ー
ル
を
用
い
た
手
織
り
の
布
地
を
漫

画
の
ば
ん
そ
こ
う
の
よ
う
に
展
示
壁
面

に
貼
る
（
図
10
）。

く
ロ
マ
の
美
術
家
に
も
注
目
し
た
ド
ク
メ
ン
タ
15
に
も
類
似
の
作
品
で
参
加
し

て
い
る
）。
こ
う
し
た
作
品
に
、
コ
ソ
ボ
の
都
市
の
文
脈
を
超
え
て
、
紛
争
後

の
バ
ル
カ
ン
半
島
の
地
域
が
共
通
に
抱
え
て
い
る
公
共
的
で
集
団
的
な
身
体
性

の
喪
失
が
再
検
証
さ
れ
て
い
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
・
プ
リ
シ
ュ
テ
ィ
ナ
で
は
、映
像
イ
ン
ス
タ
レ
ー
シ
ョ
ン
だ

け
で
な
く
、
写
真
・
絵
画
・
彫
刻
な
ど
の
立
体
的
オ
ブ
ジ
ェ
や
写
真
が
、
ホ
テ

ル
の
半
分
の
客
室
の
壁
や
天
井
を
抜
く
こ
と
に
よ
っ
て
美
術
の
展
示
空
間
と
し

て
活
用
さ
れ
、
シ
ョ
ッ
プ
と
案
内
を
兼
ね
た
入
口
カ
ウ
ン
タ
ー
、
レ
ジ
デ
ン
ス

と
し
て
活
用
さ
れ
た
地
下
室
や
か
つ
て
要
人
用
客
室
が
あ
っ
た
一
、
二
階
、
さ

ら
に
上
が
る
と
三
か
ら
九
階
の
フ
ロ
ア
に
、
今
回
の
参
加
作
家
の
お
よ
そ
半
数

の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
作
品
や
芸
術
的
介
入
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
展
示
さ
れ
た
。

そ
れ
ぞ
れ
の
階
に
は
「
物
事
に
関
す

る
大
き
な
図
式
」と
い
う
テ
ー
マ
で
、

「
変
容
」「
移
民
」「
水
」「
資
本
」「
愛
」

「
エ
コ
ロ
ジ
ー
」「
思
索
」
と
い
う
コ

ン
セ
プ
ト
に
よ
っ
て
数
点
ず
つ
芸
術

的
介
入
が
選
ば
れ
て
い
る
。
た
と
え

ば
「
変
容
」
で
は
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の

ロ
ビ
ー
に
は
六
つ
の
デ
ィ
ス
プ
レ
イ

が
置
か
れ
て
い
る（
図
９
）。
ア
ル
バ

ニ
ア
の
ポ
グ
ラ
デ
ッ
ク
を
出
自
と
す

図９ 　Vangjush Vellahu, Fragments I - Where 
stories cut across the land, 2015-2018.

図10　Hana Miletic, Materials, 2020-21.
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ホ
テ
ル
で
の
展
示
で
は
、
こ
の
よ
う
な
国
際
的
に
活
躍
す
る
作
家
の
作
品
を

通
し
て
、
紛
争
の
傷
跡
か
ら
の
回
復
や
現
在
の
グ
ロ
ー
バ
ル
な
資
本
主
義
を
超

え
た
愛
や
エ
コ
ロ
ジ
ー
の
可
能
性
を
、
よ
り
惑
星
的
に
思
索
す
る
視
座
が
与
え

ら
れ
る
。
と
同
時
に
、
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
バ
ル
カ
ン
地
域
の
ア
ー
テ
ィ
ス

ト
や
忘
れ
ら
れ
た
コ
ソ
ボ
の
芸
術
も
多
く
展
示
さ
れ
て
い
て
、
ロ
ー
カ
ル
な
文

化
実
践
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
再
構
築
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
こ
そ
現
在
の
グ
ロ
ー

バ
ル
な
危
機
へ
の
方
策
が
提
案
さ
れ
る
。
と
り
わ
け
一
、
二
階
は
、
こ
の
ホ
テ

ル
の
歴
史
と
ロ
ー
カ
ル
な
地
域
の
美
術
活
動
の
関
係
を
問
い
直
す
試
み
と
な
っ

て
お
り
、
特
筆
し
て
お
き
た
い
。

２
、
ロ
ー
カ
ル
な
文
化
実
践
の
再
構
築

グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
・
プ
リ
シ
ュ
テ
ィ
ナ
は
、
か
つ
て
は
社
会
主
義
国
家
に
支

え
ら
れ
、
世
界
各
国
か
ら
来
訪
し
た
要
人
が
宿
泊
し
、
名
高
い
ア
ー
ト
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
を
有
し
て
い
た
が
、
二
〇
〇
八
年
の
民
営
化
以
後
に
そ
の
コ
レ
ク
シ
ョ

ン
は
失
わ
れ
た
り
盗
ま
れ
た
り
し
た
。
そ
の
こ
と
を
踏
ま
え
、
六
名
の
コ
ソ
ボ

在
住
の
若
手
の
美
術
家
た
ち
が
、
ホ
テ
ル
の
壁
面
を
作
品
で
飾
っ
た
（
図
11
）。

さ
ら
に
プ
リ
シ
ュ
テ
ィ
ナ
出
身
の
写
真
家
の
マ
リ
ン
ダ
・
ホ
ジ
ャ
は
、
ホ
テ
ル

の
従
業
員
へ
の
聞
き
取
り
や
ア
ー
カ
イ
ブ
調
査
を
通
し
て
、
か
つ
て
ホ
テ
ル
に

展
示
さ
れ
て
い
た
絵
画
や
タ
ペ
ス
ト
リ
ー
や
彫
刻
を
再
展
示
し
た
写
真
を
撮
影

し
、
ま
さ
に
そ
の
場
所
に
写
真
を
展
示
し
て
、
国
の
変
化
を
象
徴
す
る
ホ
テ
ル

の
記
録
に
取
り
組
ん
で
い
る
（
図
12
）。
さ
ら
に
別
の
部
屋
で
は
セ
ル
ビ
ア
体

制
化
の
一
九
九
七
年
に
ア
ル
バ
ニ
ア

系
の
美
術
家
に
よ
っ
て
ベ
オ
グ
ラ
ー

ド
で
行
わ
れ
た
展
覧
会
を
再
検
証
し

た
オ
ー
ラ
ル
・
ヒ
ス
ト
リ
ー
の
映
像

も
展
示
さ
れ
て
い
る
（
図
13
）。
あ

わ
せ
て
旧
市
街
に
あ
る
空
間
を
改
装

し
た
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
当
時
の
ア
ー
カ

イ
ブ
が
展
示
さ
れ
、
コ
ソ
ボ
の
現
代

ア
ー
ト
の
歴
史
に
つ
い
て
議
論
す
る

機
会
が
創
出
さ
れ
た
。
ホ
テ
ル
の
別図12 　Majlinda Hoxha, Sofra. Gielosh Giokaj, 

1978, Photo: 2018.

図13 　Foundation17, PÊRTEJ - Archiving 
Transition, 2022.

図11 　往年の面影が残るホテルの居間には地元
の美術家の作品が展示される。
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の
階
の
展
示
室
に
は
、
戦
後
に
活
躍
し
た
抽
象
画
家
や
風
景
画
家
の
作
品
も
展

示
さ
れ
、
地
元
の
近
現
代
美
術
史
の
一
端
が
垣
間
見
ら
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
ロ
ー
カ
ル
な
文
化
芸
術
の
歴
史
と
そ
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
再
構

築
が
、
マ
ニ
フ
ェ
ス
タ
14
の
大
き
な
課
題
に
な
っ
て
い
る
。
特
に
大
学
に
併
設

さ
れ
て
い
る
コ
ソ
ボ
国
立
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
は
、
一
九
六
〇
年
代
か
ら
現
在
ま
で

の
展
覧
会
カ
タ
ロ
グ
、
記
録
、
出
版
物
の
切
り
抜
き
、
手
紙
、
草
稿
、
写
真
な

ど
を
通
し
て
、
忘
れ
ら
れ
た
個
人
や
集
団
を
振
り
返
り
、
コ
ソ
ボ
の
美
術
史
を

国
際
的
な
現
代
美
術
史
の
文
脈
に
位
置
付
け
直
そ
う
と
し
て
い
る
（
図
14
）。 

フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
的
な
視
点
か
ら
の
バ
ル
カ
ン
半
島
の
女
性
芸
術
家
を
掘
り
起
こ

す
動
き
も
顕
著
で
あ
る
。
リ
・
ア
ク
ト
・
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
は
、
一
九
六
〇
、
七

〇
年
代
の
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
や
ク
ィ
ア
ー
な
ど
ジ
ェ
ン
ダ
ー
に
関
わ
る
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
の
オ
ン
ラ
イ
ン
・
ア
ー
カ
イ

ブ
の
た
め
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ

り
、
本
展
の
た
め
に
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

を
再
構
築
し
た
。
そ
の
展
示
に
併
設

さ
れ
た
セ
カ
ン
ダ
リ
ー
・
ア
ー
カ
イ

ブ
は
欧
州
の
周
辺
地
域
の
女
性
の
声

を
集
め
る
オ
ン
ラ
イ
ン
・
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
で
、
二
〇
二
一
年
の
三
月

か
ら
始
め
ら
れ
、チ
ェ
コ
、ス
ロ
バ
キ

ア
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
が

（
8
）

（
9
）

ま
ず
取
り
上
げ
ら
れ
た
。
二
〇
二
二
年
に
は
ウ
ク
ラ
イ
ナ
、
ベ
ラ
ル
ー
シ
、
ア

ル
バ
ニ
ア
、
コ
ソ
ボ
、
セ
ル
ビ
ア
が
加
え
ら
れ
、
今
後
は
旧
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ

ア
諸
国
や
旧
ソ
連
諸
国
に
広
が
る
予
定
で
あ
る
。
す
で
に
二
〇
〇
一
年
に
ス
ロ

ベ
ニ
ア
の
芸
術
集
団
Ｉ
Ｒ
Ｗ
Ｉ
Ｎ
が
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
と
書
籍
で
、
戦
後
の

東
欧
と
バ
ル
カ
ン
諸
国
の
現
代
美
術
の
歴
史
を
マ
ッ
ピ
ン
グ
し
た
が（『
イ
ー
ス

ト
・
ア
ー
ト
マ
ッ
プ
』
一
九
九
九
―
二
〇
〇
五
年
）、
そ
れ
に
女
性
か
ら
の
身
体

性
と
声
が
付
け
加
え
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。

さ
ら
に
マ
ニ
フ
ェ
ス
タ
14
の
た
め
に
プ
リ
シ
ュ
テ
ィ
ナ
、
テ
ィ
ラ
ナ
（
ア
ル

バ
ニ
ア
）、
ス
コ
ピ
エ
（
マ
ケ
ド
ニ
ア
）
の
一
九
九
〇
年
代
か
ら
二
〇
一
〇
年

代
ま
で
の
サ
ブ
カ
ル
チ
ャ
ー
の
事
前
調
査
も
行
わ
れ
、
三
分
冊
の
書
籍
と
し
て

出
版
さ
れ
た
。
先
に
述
べ
た
よ
う
に
コ
ソ
ボ
市
民
は
ビ
ザ
無
し
で
は
出
国
が
で

き
ず
国
際
的
な
交
流
は
制
約
さ
れ
て
い
る
一
方
で
、
出
稼
ぎ
の
た
め
の
国
外
移

住
者
の
数
も
多
い
。
そ
う
し
た
状
況
下
で
、
周
辺
の
バ
ル
カ
ン
諸
国
の
若
者

を
呼
び
込
み
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
す
る
試
み
も
重
要
で
あ
る
。
ソ
フ
ィ

ア
（
ブ
ル
ガ
リ
ア
）
の
現
代
ア
ー
ト
・
イ
ン
ス
テ
ィ
テ
ュ
ー
ト
は
、
ブ
ル
ガ
リ

ア
と
コ
ソ
ボ
の
作
家
が
と
も
に
創
作
し
議
論
し
共
通
の
場
を
生
み
出
す
た
め
の

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
二
〇
二
〇
年
か
ら
行
い
、
大
学
の
芸
術
学
科
の
ギ
ャ
ラ

リ
ー
で
も
空
間
の
政
治
学
を
探
求
す
る
協
働
の
展
示
が
展
開
し
た
。

こ
の
よ
う
に
コ
ソ
ボ
か
ら
国
境
を
超
え
て
西
バ
ル
カ
ン
半
島
に
広
が
る
文
化

芸
術
の
歴
史
の
見
直
し
が
行
わ
れ
た
が
、
マ
ニ
フ
ェ
ス
タ
14
で
語
ら
れ
る
物
語

は
、
芸
術
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
だ
け
に
留
ま
ら
な
い
。
よ
り
広
い
市
民
参
加
と
語

（
10
）

（
11
）

図14 　An Archive in the Attic: Informator On 
the National Gallery of Kosovo.
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り
の
場
を
開
く
こ
と
も
目
指
さ
れ
て
い
る
。

３
、
記
憶
の
異
な
る
語
り
を
生
み
出
す
た
め
の
場
の
創
出

物
語
実
践
セ
ン
タ
ー
は
、
異
な
る
語
り
を
促
す
た
め
に
改
装
さ
れ
た
施
設
で

あ
る
。
元
の
ヒ
ブ
ジ
・
ス
レ
イ
マ
ニ
図
書
館
は
、
二
〇
一
六
年
に
閉
鎖
さ
れ
て

い
た
。
こ
の
施
設
は
、
マ
ニ
フ
ェ
ス
タ
14
の
エ
デ
ュ
ケ
ー
シ
ョ
ン
チ
ー
ム
を
中

心
に
、
新
し
い
語
り
を
引
き
出
す
場
所
と
し
て
構
想
さ
れ
改
築
さ
れ
た
。
ビ
エ

ン
ナ
ー
レ
の
終
了
後
も
施
設
は
続
け
ら
れ
、
芸
術
文
化
の
行
政
組
織
に
よ
っ

て
運
営
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。
建
物
に
は
カ
フ
ェ
と
し
て
利
用
で
き
る
庭
が

あ
り
、
会
議
室
、
ギ
ャ
ラ
リ
ー
、
ポ
ッ
ド
キ
ャ
ス
ト
録
音
ス
タ
ジ
オ
、
子
供

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
を
備
え
て
い
て
、
教
育

活
動
や
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
や
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
行
う
こ
と
が
で
き
る

（
図
15
）。
会
期
中
に
は
週
末
の
ト
ー
ク

が
行
わ
れ
、
地
元
の
人
々
か
ら
物
語
を

聞
く
「
ラ
ジ
オ
別
様
に
」
が
発
信
さ
れ

た
。
数
人
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
や
物
書
き

が
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
企
画
を
行
っ
て

い
る
が
、
と
り
わ
け
著
者
が
注
目
し
た

の
は
ヴ
ェ
ル
ケ
・
コ
レ
ク
テ
ィ
ヴ
に
よ

（
12
）

る
《
恋
人
た
ち
の
ア
ー
カ
イ
ブ
》
で
あ

る
。
こ
こ
で
は
、
個
人
的
に
収
集
し
て

い
る
資
料
を
持
ち
寄
り
共
有
し
、
そ
れ

に
つ
い
て
語
り
合
い
、
ア
ー
カ
イ
ブ

を
編
纂
す
る
た
め
の
場
が
設
け
ら
れ

た
（
図
16
）。
展
示
空
間
に
は
彼
ら
が

ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
か
ら
持
ち
寄
っ
た
二

百
の
資
料
が
展
示
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら

に
人
々
の
語
り
の
場
を
創
出
す
る
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
に
よ
る
別
の
芸
術
介
入
と
し

て
、
ロ
ン
ド
ン
と
ベ
ル
リ
ン
在
住
の
ア
リ
シ
ヤ
・
ロ
ガ
ル
ス
カ
は
、
海
外
在
住

の
コ
ソ
ボ
女
性
の
空
き
ア
パ
ー
ト
の
一
室
を
使
っ
て
、
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
の
活
動

家
と
と
も
に
コ
ソ
ボ
の
女
性
の
抱
え
る
状
況
に
つ
い
て
の
映
像
を
展
示
し
て
、

月
曜
日
は
展
示
を
閉
め
て
コ
ソ
ボ
の
女
性
の
た
め
の
法
的
助
言
と
カ
ウ
ン
セ
リ

ン
グ
を
提
供
す
る
活
動
を
行
な
っ
た
。

こ
う
し
た
コ
ソ
ボ
固
有
の
文
化
ア
ー
カ
イ
ブ
の
構
築
や
別
様
に
人
々
が
語
る

た
め
の
場
の
設
定
の
背
景
に
は
、
ア
ル
バ
ニ
ア
人
の
根
深
い
家
父
長
制
も
あ
る

が
、
同
時
に
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ビ
ア
時
代
に
セ
ル
ビ
ア
人
か
ら
の
抑
圧
か
ら
ア
ル
バ

ニ
ア
語
が
公
教
育
か
ら
排
除
さ
れ
た
歴
史
を
思
い
起
こ
す
必
要
が
あ
る
。
コ
ソ

ボ
国
立
図
書
館
は
、
一
九
八
九
年
に
コ
ソ
ボ
が
自
治
権
を
失
っ
た
際
に
、
ア
ル

バ
ニ
ア
人
の
図
書
館
員
が
解
雇
さ
れ
、
学
生
も
ア
ル
バ
ニ
ア
語
を
学
ぶ
こ
と
が

図15　物語実践センターの中庭

図16　Werker Collective, Amator Archives, 2022.
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禁
止
さ
れ
、
多
く
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
が
燃
や
さ
れ
廃
棄
さ
れ
た
。
ま
た
図
書
館

は
、
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ビ
ア
内
戦
時
に
は
、
難
民
の
避
難
所
と
し
て
活
用
さ
れ
た

り
、
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ビ
ア
軍
の
司
令
セ
ン
タ
ー
と
し
て
使
わ
れ
た
り
し
て
い
た
こ

と
が
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
に
よ
る
占
領
時
に
明
ら
か
に
な
っ
た
。
イ
ス
ラ
エ
ル
出
身
の
ヤ

エ
ル
・
デ
イ
ヴ
ィ
ッ
ズ
は
そ
の
よ
う
な
歴
史
あ
る
図
書
館
全
体
を
傷
つ
い
た
身

体
に
見
立
て
て
、
傷
ん
だ
本
、
図
書
館
の
図
面
、
椅
子
に
修
復
を
施
し
て
展
示

す
る
と
と
も
に
、
そ
の
椅
子
を
使
っ
て
身
体
的
な
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
を
行
う
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
を
参
加
者
と
と
も
に
行
っ
た
（
図
17
）。

さ
ら
に
市
中
か
ら
離
れ
た
小
高
い
丘
の
上
に
あ
る
集
合
住
宅
ハ
ー
テ
ィ
カ
学

び
の
家
は
、
一
九
九
〇
年
に
公
職
を
追
わ
れ
た
教
師
や
高
校
や
大
学
へ
の
立
ち

入
り
を
禁
止
さ
れ
た
ア
ル
バ
ニ
ア
人
学
生
が
集
い
、
オ
ル
タ
ナ
テ
ィ
ブ
な
教
育

を
行
う
場
所
と
し
て
使
わ
れ
た
が
、
そ
の
場
所
も
一
九
九
九
年
の
紛
争
で
廃
墟

に
な
っ
た（
図
18
）。
そ
の
後
こ
の
場
所
を
保
存
し
て
博
物
館
に
し
よ
う
と
す
る

動
き
が
あ
る
と
い
う
。
今
回
は
、
瓦
礫
が
地
面
に
散
乱
す
る
空
間
が
残
さ
れ
た

ま
ま
、
ひ
び
や
傷
跡
が
痛
ま
し
い
壁
面
に
、
当
時
の
ア
ー
カ
イ
ブ
写
真
が
展
示

さ
れ
、
十
名
の
オ
ー
ラ
ル
ヒ
ス
ト

リ
ー
の
映
像
が
、
か
つ
て
の
教
室

に
設
置
さ
れ
た
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
を

使
っ
て
上
映
さ
れ
た（
図
19
）。
そ

こ
で
は
、
当
時
の
教
室
の
様
子
か

ら
、紛
争
時
の
恐
怖
な
ど
、二
十
年

前
に
学
生
や
教
師
だ
っ
た
人
々
の

視
点
か
ら
振
り
返
ら
れ
て
お
り
、

今
回
の
マ
ニ
フ
ェ
ス
タ
14
の
感
情

的
な
ハ
イ
ラ
イ
ト
に
な
っ
た
。

ド
ン
ト
・
ス
タ
ー
ト
・
ナ
ウ

廃
墟
と
な
っ
た
教
室
か
ら
、
街
に
向
か
っ
て
小
高
い
丘
を
徒
歩
で
ゆ
っ
く
り

降
り
て
い
く
う
ち
に
、
改
め
て
プ
リ
シ
ュ
テ
ィ
ナ
の
風
景
を
見
渡
す
こ
と
が
で

き
た
（
図
20
）。
そ
の
眺
望
か
ら
、
赤
煉
瓦
の
屋
根
が
美
し
い
景
観
を
生
み
出

し
て
い
る
こ
と
に
気
づ
く
。
こ
の
赤
煉
瓦
は
、
コ
ソ
ボ
の
ア
ル
バ
ニ
ア
人
の
ア

図19 　床には瓦礫が散らかり、当時使われた机
や黒板が残されているが、展示空間として
整備されていることも感じる。

図17 　Yael Davids, Learning to Read - A 
Physical Act, 2022.

図18 　Hertica School Houseの一階に写真と
オーラルヒストリーが展示された。
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イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
と
生
を
表
す
も
の
だ
ろ
う
。
丘
を
降
り
た
と
こ
ろ
に
、
中
心

市
街
地
の
周
縁
に
位
置
す
る
煉
瓦
工
場
が
あ
る
。
戦
後
す
ぐ
一
九
四
七
年
に
開

設
さ
れ
た
煉
瓦
工
場
は
、
プ
リ
シ
ュ
テ
ィ
ナ
の
多
く
の
建
物
の
た
め
の
煉
瓦
を

製
造
し
て
き
た
。
一
時
期
、
民
間
に
運
営
さ
れ
も
し
た
が
、
二
〇
二
一
年
か
ら

プ
リ
シ
ュ
テ
ィ
ナ
市
の
管
轄
に
な
り
、
都
市
の
エ
コ
ロ
ジ
ー
を
学
ぶ
セ
ン
タ
ー

と
し
て
の
再
活
用
が
計
画
さ
れ
て
い
る
。
ベ
ル
リ
ン
で
活
動
す
る
ラ
ウ
ム
ラ
ボ

ア
・
ベ
ル
リ
ン
を
招
待
し
て
、
二
週
間
の
サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル
な
ど
、
子
ど
も
か

ら
大
人
ま
で
参
加
で
き
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
が
会
期
中
に
催
さ
れ
、
将
来
の
活

用
の
端
緒
が
切
ら
れ
た
。

平
日
に
会
場
を
訪
れ
た
の
で
、
数
人
の
近
隣
の
年
寄
り
が
お
喋
り
を
し
て

い
る
以
外
に
は
、
若
い
男
性
が
仮
説
の
プ
ー
ル
の
近
く
で
ビ
ー
ル
を
提
供
し

て
く
れ
た
ほ
か
は
閑
散
と
し
て
い
た
（
図
21
）。
広
い
工
場
を
散
策
し
て
い
る

と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
場
所
に
は
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
の
道
具
や
成
果
物
が

置
か
れ
て
い
る
（
図
22
）。
そ
の

ひ
と
つ
に
「
工
場
は
決
し
て
眠
ら

な
い
」
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
掲

げ
ら
れ
て
、
壁
面
に
、
工
場
の
地

図
と
工
場
の
歴
史
を
表
す
年
表
が

書
か
れ
た
場
所
が
あ
っ
た
。
年
表

の
奥
に
は
「
で
は
次
は
？
」
と
い

う
文
字
が
続
く
（
図
23
）。
今
に

も
崩
れ
落
ち
そ
う
な
無
人
の
廃
墟

の
先
に
は
、
焼
却
炉
跡
が
あ
る
だ

け
だ
が
、
こ
の
廊
下
の
先
を
想
像

し
、
市
民
で
新
し
い
生
活
と
連
帯

の
空
間
を
切
り
拓
い
て
い
く
た
め

の
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
こ
そ
が
、
今
回

の
マ
ニ
フ
ェ
ス
タ
14
だ
っ
た
の
で

は
な
い
か
、
と
旅
を
振
り
返
っ
て

思
う
。

本
稿
で
そ
の
一
部
に
つ
い
て
述

図20 　プリシュティナの眺望。赤煉瓦の屋根が
特徴的である。

図22 　ワークショップの工房には工場の模型を
中心に、木材や画材などが整理されて設置
されている。

図23 　画面外右手に工場を俯瞰したイラストが壁
画に描かれ、左手には工場の歴史が年表化さ
れている。奥には「WHAT’S NEXT?」の文字。

図21　赤煉瓦工場のカフェ・バー
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コソボでの国際展マニフェスタ14プリシュティナ ――芸術的介入、アーカイブ、語りを通した市民参加のメディエーション

べ
た
よ
う
に
、
プ
リ
シ
ュ
テ
ィ
ナ
で
は
、
マ
ニ
フ
ェ
ス
タ
14
に
よ
る
様
々
な
メ

デ
ィ
エ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
っ
て
、
実
践
的
な
都
市
介
入
を
行
い
な
が
ら
、
ロ
ー
カ

ル
な
文
化
芸
術
の
再
認
を
促
し
、
多
様
な
市
民
参
加
の
別
様
な
語
り
を
通
し

て
、
と
も
に
外
傷
を
癒
し
な
が
ら
、
将
来
の
街
づ
く
り
、
国
づ
く
り
に
向
け
た

取
り
組
み
が
す
で
に
始
ま
っ
て
い
た
。
数
日
の
滞
在
だ
っ
た
が
、
数
年
後
の
変

化
を
か
な
ら
ず
見
届
け
た
い
、
と
こ
の
小
さ
な
街
や
人
々
へ
の
愛
情
を
胸
に
抱

き
な
が
ら
プ
リ
シ
ュ
テ
ィ
ナ
を
後
に
し
て
空
港
に
向
か
っ
た
。

隅
々
ま
で
丁
寧
に
作
り
込
ま
れ
た
国
際
展
と
暖
か
い
街
や
人
々
へ
の
著
者
の

賞
賛
を
よ
そ
に
、
人
々
の
口
か
ら
察
す
る
に
、
国
際
的
な
芸
術
展
示
よ
り
も
世

界
的
歌
姫
デ
ュ
ア
・
リ
パ
の
来
訪
に
世
間
は
湧
き
立
っ
て
い
た
よ
う
だ
。
ロ
ン

ド
ン
で
コ
ソ
ボ
出
身
の
ア
ル
バ
ニ
ア
人
の
家
庭
に
生
ま
れ
た
デ
ュ
ア
は
、
ア
ル

バ
ニ
ア
語
で
愛
を
意
味
す
る
名
前

を
授
け
ら
れ
た
。
彼
女
は
、
プ
リ

シ
ュ
テ
ィ
ナ
郊
外
で
行
わ
れ
た
音

楽
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
た
め
に
両

親
と
帰
郷
し
て
い
て
、
グ
ラ
ン
ド

ホ
テ
ル
を
中
心
に
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン

タ
ー
の
イ
・
ブ
ル
や
公
共
浴
場
の

塩
田
千
春
の
展
示
に
も
訪
問
し
た

よ
う
だ
（
図
24
）。
コ
ロ
ナ
禍
の

世
界
的
ヒ
ッ
ト
曲
「
ド
ン
ト
・
ス

（
13
）

（
14
）

タ
ー
ト
・
ナ
ウ
」（
二
〇
二
〇
年
）
の
力
強
い
声
が
、
い
ま
も
頭
の
な
か
で
こ

だ
ま
し
続
け
て
い
る
。「
私
は
も
う
全
然
大
丈
夫
。
前
に
進
ん
だ
の
よ
、
怖
い

く
ら
い
。
あ
な
た
が
私
を
捨
て
去
っ
た
場
所
に
は
、
も
う
い
な
い
わ
…
い
ま
さ

ら
私
の
こ
と
な
ん
て
気
に
し
始
め
な
い
で
」。

＊ 

本
調
査
は
、
文
化
庁
に
よ
る
大
学
に
お
け
る
文
化
芸
術
推
進
事
業
「
街
に
介

入
す
る
芸
術
、
そ
の
公
共
性
の
議
論
を
促
す
メ
デ
ィ
エ
ー
タ
ー
養
成
プ
ラ
ッ

ト
フ
ォ
ー
ム
」
の
調
査
の
一
環
と
し
て
行
わ
れ
た
。

＊ 

本
稿
の
一
部
に
つ
い
て
は
、
広
島
芸
術
学
会
第
36
回
大
会
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

「
広
島
ま
ち
な
か
探
訪
─
─
野
外
彫
刻
、
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
を
中
心
に
─
─
」

に
て
紹
介
し
た
。

 

（
い
し
た
に
・
は
る
ひ
ろ
／
広
島
市
立
大
学
）

註（１
）　

英
国
の
美
術
雑
誌
フ
リ
ー
ズ
は
二
〇
二
二
年
の
展
覧
会
ベ
ス
ト
テ
ン
に
マ
ニ

フ
ェ
ス
タ
14
を
選
出
し
て
い
る
。https://w

w
w

.frieze.com
/article/top-ten-

show
s-europe-2022 （

最
終
閲
覧
二
〇
二
三
年
六
月
一
〇
日
）

（
２
）　https://m

anifesta.org/ （
最
終
閲
覧
二
〇
二
三
年
六
月
一
〇
日
）

（
３
）　O

M
A

, P
alerm

o A
tlas, H

um
boldt, 2018.

（
４
）　

当
時
西
側
の
広
告
代
理
店
の
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
が
指
摘
さ
れ
た
よ
う
に
、
紛
争
当

事
者
同
士
で
食
い
違
う
経
緯
に
つ
い
て
記
述
す
る
の
は
難
し
い
。
コ
ソ
ボ
お
よ
び

ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
紛
争
に
関
す
る
日
本
の
記
者
及
び
研
究
者
の
考
察
も
多
い
。

Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
空
爆
後
を
現
地
取
材
し
た
木
村
元
彦
は
、
コ
ソ
ボ
解
放
軍
（
Ｋ
Ｌ
Ａ
）

に
よ
る
武
力
闘
争
の
結
果
、
コ
ソ
ボ
領
内
の
セ
ル
ビ
ア
人
へ
の
迫
害
や
拉
致
に
よ
っ

て
難
民
や
失
踪
も
生
じ
た
こ
と
を
指
摘
す
る
。
木
村
元
彦
『
終
わ
ら
ぬ
「
民
族
浄

図24 　Doruntina Kastrati, Ring the Bells My 
Land, 2017/2022に訪れるデュア・リパ。
写真：©Manifesta14 / Fret Ahmet.
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化
」
セ
ル
ビ
ア
・
モ
ン
テ
ネ
グ
ロ
』
集
英
社
、
二
〇
〇
五
年
。
国
連
平
和
維
持
軍

の
駐
留
に
よ
る
セ
ッ
ク
ス
ク
ラ
ブ
の
増
加
と
軍
事
請
負
企
業
に
よ
る
人
身
取
引
、

孤
児
の
搾
取
や
犠
牲
に
つ
い
て
の
指
摘
は
次
。
シ
ド
ハ
ー
ス
・
カ
ー
ラ
『
性
的
人

身
取
引
―
現
代
奴
隷
制
と
い
う
ビ
ジ
ネ
ス
の
内
幕
』
明
石
書
店
、
二
〇
二
二
年
、

二
二
九
―
二
三
五
頁
。

（
５
）　

廣
瀬
陽
子
は
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
お
よ
び
欧
米
諸
国
に
よ
る
「
未
承
認
国
家
」
だ
っ
た
コ

ソ
ボ
独
立
支
援
が
、
旧
ソ
連
圏
の
未
承
認
国
家
を
め
ぐ
る
ロ
シ
ア
と
欧
州
の
対
立

に
繋
が
っ
て
い
る
と
指
摘
し
て
い
る
。『
未
承
認
国
家
と
覇
権
な
き
世
界
』
Ｎ
Ｈ
Ｋ

出
版
、
二
〇
一
四
年
。
マ
ニ
フ
ェ
ス
タ
14
で
は
、
セ
ル
ビ
ア
と
コ
ソ
ボ
の
国
境
地

域
出
身
の
キ
ュ
レ
ー
タ
ー
が
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
北
東
部
ハ
ル
キ
ウ
出
身
で
サ
ラ
エ
ボ

在
住
の
美
術
家
ら
と
共
同
で
、
社
会
主
義
時
代
の
鉱
山
労
働
者
の
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト

を
モ
デ
ル
に
ワ
イ
ヤ
ー
フ
レ
ー
ム
の
レ
プ
リ
カ
を
制
作
し
、
そ
れ
を
国
境
沿
い
の

川
に
浮
か
べ
、
両
国
側
か
ら
川
遊
び
を
楽
し
め
る
空
間
に
変
え
た
（《
モ
ニ
ュ
メ
ン

ト
な
し
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
》
二
〇
二
二
年
）。
ウ
ク
ラ
イ
ナ
北
東
部
は
ド
ン
バ
ス
と
と

も
に
工
業
地
帯
と
し
て
社
会
主
義
時
代
に
発
達
し
た
が
、
紛
争
下
の
国
境
で
の
芸

術
的
介
入
は
ウ
ク
ラ
イ
ナ
人
と
ロ
シ
ア
人
の
状
況
に
も
重
ね
合
わ
せ
ら
れ
て
い
る
。

ま
た
東
ウ
ク
ラ
イ
ナ
出
身
で
キ
ー
ウ
近
郊
に
在
住
の
ア
ル
ヴ
テ
ィ
ナ
・
カ
ヒ
ゼ
は
、

独
立
運
動
ユ
ー
ロ
マ
イ
ダ
ン
（
二
〇
一
三
―
二
〇
一
四
年
）
に
も
参
加
し
た
が
、

ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
植
物
の
生
態
と
別
の
種
の
侵
入
を
観
察
し
、
そ
れ
を
そ
の
後
の
ド

ン
バ
ス
紛
争
に
も
重
ね
合
わ
せ
て
い
る
。

（
６
）　
「
民
族
浄
化
」
を
戦
争
犯
罪
と
し
て
処
罰
す
る
こ
と
を
目
指
し
た
旧
ユ
ー
ゴ
戦

犯
法
廷
に
つ
い
て
判
事
と
し
て
参
加
し
た
多
谷
千
香
子
は
報
告
し
て
い
る
。『「
民

族
浄
化
」
を
裁
く
―
旧
ユ
ー
ゴ
戦
犯
法
廷
の
現
場
か
ら
―
』
岩
波
書
店
、
二
〇
〇

五
年
。
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
紛
争
時
の
性
暴
力
に
つ
い
て
は
次
。
ジ
ョ
ン
・
ヘ
ー

ガ
ン
『
戦
争
犯
罪
を
裁
く
（
下
）
ハ
ー
グ
国
際
戦
犯
法
廷
の
挑
戦
』
Ｎ
Ｈ
Ｋ
出
版
、

二
〇
一
一
年
。
民
族
的
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
と
距
離
を
置
い
て
い
た
プ
リ
シ
ュ
テ
ィ

ナ
の
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
の
活
動
と
課
題
に
つ
い
て
は
江
口
昌
樹
『
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム

を
超
え
て
―
旧
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ビ
ア
紛
争
下
に
お
け
る
フ
ェ
ミ
ニ
ス
ト
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
経

験
か
ら
』
白
澤
社
、
二
〇
〇
四
年
を
参
照
。

（
７
）　

P
u

blic A
fter A

ll / H
edw

ig Fijen; translation Gazm
end Bërlajolli, 

Pristinë: M
nanifesta 14 Pristine, 2022; M

a
n

ifesto 1
4

 P
rish

tin
a ; 

coordinated by Em
ilia van Lynden

…[et al.] : photographs A
tdhe M

ulla 

…[et al.]. - Pristinë: M
nanifesta 14 Pristine, 2022.

（
８
）　

メ
デ
ィ
エ
ー
タ
ー
ツ
ア
ー
で
は
、
ア
メ
リ
カ
政
治
学
を
学
ぶ
若
い
女
学
生
と
芸

大
生
と
対
話
型
鑑
賞
を
行
っ
た
。
図
書
館
か
ら
大
学
、
大
学
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
な
ど

を
案
内
さ
れ
た
が
、
特
に
最
後
に
彼
女
が
ア
ル
バ
ニ
ア
系
セ
ル
ビ
ア
人
で
あ
る
こ

と
か
ら
今
回
の
メ
デ
ィ
エ
ー
タ
ー
と
し
て
参
加
し
た
こ
と
を
聞
い
た
。
セ
ル
ビ
ア

の
写
真
展
で
ア
ル
バ
ニ
ア
系
の
芸
術
家
の
表
現
に
右
翼
か
ら
抗
議
が
あ
っ
た
こ
と

な
ど
、
両
国
の
緊
張
感
と
複
雑
な
民
族
問
題
に
気
づ
か
さ
れ
有
益
な
体
験
だ
っ
た
。

（
９
）　https://w

w
w

.reactfem
inism

.org/ （
最
終
閲
覧
二
〇
二
三
年
六
月
一
〇
日
）

（
10
）　https://secondaryarchive.org/ （
最
終
閲
覧
二
〇
二
三
年
六
月
一
〇
日
）

（
11
）　

E
a

st A
rt M

a
p

: C
on

tem
p

ora
ry A

rt a
n

d
 E

a
stern

 E
u

rop
e, A

fterall 
Books, 2006.

（
12
）　m

anifesta14.org/radio-otherw
ise （

最
終
閲
覧
二
〇
二
三
年
六
月
一
〇
日
）

（
13
）　

滞
在
し
た
ホ
テ
ル
の
女
将
は
、
か
つ
て
日
本
の
旅
行
会
社
で
も
働
い
て
コ
ソ
ボ

へ
の
旅
行
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
し
て
い
た
こ
と
が
あ
る
ら
し
く
、
コ
ロ
ナ
後
自
分

の
ホ
テ
ル
を
運
営
し
て
い
る
の
だ
と
言
う
。
タ
ク
シ
ー
の
運
転
手
か
ら
ふ
と
在
日

韓
国
人
に
つ
い
て
聞
か
れ
た
。
ア
ル
バ
ニ
ア
系
コ
ソ
ボ
人
か
ら
す
る
と
、
セ
ル
ビ

ア
人
と
ア
ル
バ
ニ
ア
人
の
関
係
は
日
本
人
と
韓
国
人
の
関
係
に
重
ね
ら
れ
る
か
も

し
れ
な
い
。

（
14
）　https://m

anifesta14.org/new
s/dua-lipa-visits-m

anifesta-14-prishtina/ 

（
最
終
閲
覧
二
〇
二
三
年
六
月
一
〇
日
）
デ
ュ
ア
・
リ
パ
は
、
ち
ょ
う
ど

#SetM
eFree #V

isaForK
osovo

な
ど
の
難
民
と
コ
ソ
ボ
人
の
移
動
の
自
由
を
求

め
る
政
治
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
始
め
た
と
こ
ろ
だ
っ
た
。




